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　本書は技術史学者の中岡哲郎が 1953 年から1960 年にかけて定時制の京都府立朱雀高等
学校において数学の教師を勤めていた際の経験を基に書かれた教育実践の記録である。中岡
は技術の変化と人間の生活，労働とのかかわりを歴史的な観点から研究し，『人間と労働の未来 
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中岡哲郎 著　『教師と生徒』
　中岡は生徒の優越感や劣等感，競争心，嫉妬，羨望，友情，協力の努力など，ネガティブな要
素も含めた生徒間のダイナミックな相互関係が一人ひとりの生徒の成長の条件となっており，数学
が得意な生徒のみで構成されるクラスはそうした生徒をかりたてる熱気のようなものが消滅すること
で進めにくくなってしまったのだと分析する。
　中岡は就職組と進学組を分けるという発想や，能力別のクラス編成をこうした生徒同士のダイナ
ミクスを無視しているという点において批判する。進学できない生徒が進学する生徒に対して抱く
コンプレックスは自己否定にもつながる一方，向上のためのバネにもなる。しかし，それが人間的
成長の原動力となるためには両者の間に信頼と尊敬を根本とした人間的な接触が必要であると中
岡は言う。中岡によれば進学組，就職組という集団によってへだてられることでお互いが「相手に
とって抽象的な存在」（p.156）にしかならなくなり，競争心を煽り立てるような仕方でしか学びを促す
手がなくなってしまう。
　1950 年代の経験を基にした中岡の主張は新自由主義政的な教育政策等を背景として子どもた
ちが置かれた現代の状況においてなお，説得力のある批判として受け止めることができるように思
われる。
④ 不確実な状況における教育的ビジョンの形成
　中岡は教職をめぐる複雑で不確実な状況に対する省察の中，ショー ンの言う「枠組みの転換」
（Schön., 1983）によって既存の認識を問い直していく。こうした実践においては一見すると，一貫
した教育目的を保ち続けることは困難であるように思われる。しかし，中岡は複雑で不確実な状況
と向き合う中で，固定した目的ではないものの，自らの実践を導く一貫した方向性を見出すに至っ
ている。最後にこうした中岡の教育的ビジョンについて考えてみたい。
　ここまで見てきたように，中岡は生徒の生活の中の思考に，社会の矛盾の反映を見ている。生
徒たちの狭い経験を基準とした主観的で歪められた思考を中岡は「とじこめられた思考」と名づけ
る。「とじこめられた思考」は個々の生徒によってその表れ方は多様であるものの，「とじこめられた
思考」から生徒が解放され，社会の矛盾を客観的，科学的に理解できるようになることを教育の目
的に据える点において，本書における中岡の教育的ビジョンは一貫している。
　「とじこめられた思考」は例えば前述の「Ⅱ 生徒の生活と教師」において，「うちのお母ちゃんは人
間とちがう」と言った女子生徒の言葉に表れている。この女子生徒は人間なら母性愛をもつべきだ
というヒューマニズム的道徳の観点から母親を非難するのではなく，当人の意志や努力に反して
一人の女性の生き方を規定する社会の構造について洞察できるようになった時に初めて母親を公
正に見ることができるようになると中岡は考える。
　「とじこめられた思考」はそこから生徒を解放すべきものである。しかし，そのための出発点とし
ての「とじこめられた思考」を理解し，そこに反映される関係を注意深く見守るとともにその意味を
考えていくことによって解放への道筋が開けると中岡は言う。そのため，本書における中岡の教育
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実践は生徒に何かを伝えるという教師の教える過程よりも，生徒の生活の現実と向き合い，生徒の
「閉じ込められた思考」の意味を考える学びの過程として描かれている。
　挫折や教師の無力さの確認に終わることも多い実践の中，「とじこめられた思考」からの解放を目
指す中岡の教育的ビジョンは意外にも楽天的である。前述の「Ⅲ あるテスト・ケース―未解放部落
をめぐる討論―」において，部落差別問題を議論した卒業生たちと中岡が会った際，それぞれの
労働現場で社会における差別の問題に直面し，高校における経験を基に解決のための方法を模
索する姿に触れている。その中で中岡は紆余曲折を経た部落差別をめぐる議論や自らの現状適
応的意識を浮き彫りにした醜態も含めて，教師が生徒の中に残したものは確かなものであり，様々
な振れ幅はあってもその後の生徒の社会生活の中で新しい発展を生んでいくであろうことを感じた
という。
　本稿を締めくくるにあたり，部落差別の議論を通して家庭の反対を押し切って部落問題研究所
の事務助手になることを決意した女子生徒について考察する中で書かれた中岡の言葉を引用し
たい。この生徒はそれまで西陣独特の家族関係の下，一家の長である兄に対していかなる異議
もとなえられない関係にあったという。
　「こうして私達の努力がひきだす生徒の自発的な意志，その生徒の意志がつぎつぎと現実にぶ
つかって，生み出す様 な々葛藤が，教師が執拗にその過程にくっつき投げ出さないで根気よくつき
あっているかぎり，私達の指導につきものの無数の失敗と限界にもかかわらず，最後には生徒の飛
躍と成長につながるであろうことに関しては，私は手放しの楽天主義なのである。」（p.97）
　複雑で不確実な状況における暗闇を彷徨うような実践の中，試行錯誤を繰り返す教師に対して
希望を与えてくれる言葉である。本稿が五十年以上もの時を経たこの教師の小さな実践記録の
意義を照らし出し，反省的実践家としての具体的な教師像の確立に寄与することを願う。
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